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第6期

お問合せ

木 日

飯田自然エネルギー大学

飯田自然エネルギー大学は、地域共生型の再生可能エネルギー事業、地域新

電力など、地域エネルギー事業に取り組む人材を育成する学びの場です。

一般社団法人飯田自然エネルギー大学

受講者募集

定　　員

4月19日4月19日
2027.2027.3月3月

20人20人 4 人分は10-20代の｢若者優先枠｣

全11回

〒395-0802 長野県飯田市鼎下茶屋2242-2

メール support@enedai.jp ／ 電話0265-56-3713

主　　　　　　催：一般社団法人飯田自然エネルギー大学
開　　　　　　校：２０１６年
カリキュラム監修：諸富徹教授（京都大学大学院経済学研究科／本大学学長）
　　　　　　　　　おひさま進歩エネルギー株式会社（長野県飯田市）
第６期実 施 期 間：２０２６年５月～２０２７年３月
入 学 式・第１回 ：２０２６年５月３０日（土）～３１日（日）
授 業 回 数・構成：１１回（講義、事業計画作成の事例研究、事業計画発表フィールドワーク）
　　　　　　　　　　※会場、オンラインを組み合わせたハイブリッド授業

講　　  師  　　陣：２４人（エネルギー政策研究者、金融・法律の専門家、事業者等）
受         講         料：１１万円 （入学時に全額納付。学生など補助・割引あり）
主　　  会         場：おひさま進歩エネルギー(株)（長野県飯田市鼎下茶屋2242-2）

学校案内

講師とのディスカッションを通じた深い学び、受講生同士のネットワークづくりを重視して少人数制で実施します

詳しくは募集ページ（学校案内、募集要項、カリキュラム、応募用紙を掲載）をご覧ください



・新人研修として受講し、再エネ事業に必要な知識や考え方を基礎から学ぶことができました

　（長野県,事業会社,20代女性） 

・地域に根差した再エネ事業を体系的に学べる、国内でも類を見ない場だと思います

　（宮城県,コンサルティング会社,30代男性）

エネルギー政策研究者、金融・法律等の専門家、エネルギー事業者など24人で構成

講師陣

募集要項

先輩メッセージ

総勢24人のプロフェッショナル

1期～5期で卒業生79人

●講　義

諸富　徹（京都大学大学院経済学研究科教授)

高橋　洋（法政大学社会学部社会政策科学科教授)

木村啓二（大阪産業大学経済学部准教授）

増川武昭（(一社)太陽光発電協会事務局長）

井上博成（飛騨高山電力(株)代表取締役）

内藤克彦（東北大学大学院環境科学研究科特任教授）

稲垣憲治（(一社)ローカルグッド創成支援機構事務局長）

小川聡志（(株)森のエネルギー研究所主任研究員）

竹ヶ原啓介（政策研究大学院大学教授)

安田　陽（ストラスクライド大学電子電気工学科

  　　　　  アカデミックビジター)

茅野恒秀（法政大学社会学部教授）

山下紀明（認定NPO法人環境エネルギー政策研究所

                     主任研究員）

小川祐貴（E-konzal(株)主任研究員）

千葉恒久（五反田法律事務所弁護士）

環境省職員、長野県職員、先進的自治体職員など

●事例研究指導

榎原友樹（E-konzal(株)代表取締役)

●事業者講師

菅沼利和（おひさま進歩エネルギー(株)代表取締役）

海部岳裕（飯田まちづくり電力(株)取締役）など

応募締切　 4月19日（日）

（１）募集期間　　 ２０２６年２月５日（木）～ ４月１９日（日）※24：00必着

（２）定   　 員　　 ２０人 　※10-20代対象の｢若者優先枠｣4人含む

（３）条　    件　　 ①地域共生型の再生可能エネルギー事業、または地域新電力など地域のエネルギー

                                          マネジメントに取り組む意志があること

                                      ②原則、全プログラムに出席可能なこと（会場またはオンライン受講）

                                      ③講師から授業前に出題されるレポートを提出すること（10回分）

　                                      ※経歴、年齢、居住地は問いません

（４）応募方法　　応募用紙と、レポート①（1500-300字以内）②｢将来の抱負｣（800字以内）をメール提出

　　　　　　　　　 ※レポート①の内容はホームページで確認してください

（５）選考方法　　 諸富学長、審査委員2人による選考

（６）結果通知　　 ２０２６年４月３０日（木）

（７）第1回授業　　２０２６年５月３０日（土）午後～３１日（日）午前

 ・小規模にエネルギー関連事業を始めるための知識を網羅的に学べ,起業2年目

　で黒字に転換できました（静岡県,スタートアップの共同創業者,40代男性）

・一人で悩み考えている人（役場職員の人）は、まず入学。これ一択です

　（福井県,自治体職員,50代男性）

・お金や時間や労力はかかりますが、きっとそれ以上の何かを得ることがで

　きる場だと思います（長野県、地域おこし協力隊、50代男性） 


